
【金子・加藤研究室】プラズマで創る！癒す！育てる！ 

プラズマ医療・農業応用 
 医療・農業分野における新規応用技術の開発を目的として、独自のプラズマ生成制御技術を
積極的に活用した革新的応用技術の開発に関する研究を行っています。 

 具体的には、プラズマを利用した高効率低侵襲遺伝子導入技術の開発、及び無農薬安全安心
農業技術の開発等に関して研究を行っています。 

教授：金子俊郎、准教授：加藤俊顕、助教：髙島圭介、佐々木渉太 

金子・加藤研究室 https://www.ecei.tohoku.ac.jp/plasma 

プラズマ源に空気を用いる 

超低コスト・安全・清潔 

農作物に 
残留しない 

生産コスト 
削減 

イチゴハウスを自立 
走行するシステム開発 

プラズマを活用した 

減農薬農業 

イチゴ農家 システム販売 

消費者 

プラズマアグリシステム 
100億円市場（全国） 

無農薬により 
安全な農作業に従事 
更に 1戸当たり 
約300万円利益増 

無農薬イチゴ 
安全・安心 
健康増進 

『プラズマアグリ®システム』 

  
低温プラズマ生成源 

照射領域 周辺領域 

～実用化研究～ 
プラズマを利用した治療薬導入装置開発 

プラズマ応用新物質・ナノ工学 
 フラーレン、カーボンナノチューブ、グラフェン等のナノカーボン物質、及び原子オー
ダーの厚みを有する2次元シート物質に対して、プラズマを利用した構造制御合成と機能化、
及び光・電子デバイス開発に関する研究を行っています。  

 具体的には、カーボンナノチューブのカイラリティ制御合成、グラフェンナノリボンの高
度集積化合成、2次元原子シートの合成ダイナミクス解明、さらにこれら新規ナノ材料を使っ
た新規不揮発性メモリや透明フレキシブル太陽電池の開発等を行っています。 
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パーシステント光伝導 (PPC) 

PPC-GNRセルの集積化 

グラフェンナノリボンの不揮発性メモリ応用 

プラズマ照射の様子 

培養細胞に対する局所導入 

未照射 プラズマ 

がん組織 

生体組織に対する局所導入 

体液中生成プラズマ源の開発 

内視鏡 

＜イチゴ炭疽病菌（Colletotrichum gloeosporioides ）＞ 

• 育苗期に感染 

• 定植後の防除は困難 

→育苗期の防除が重要 

イチゴ炭疽病の病原菌生殖環と発病過程 

イチゴ炭疽病 

大幅な減収 

20 µm 

発芽管 

汚染水滴の飛散 

分生子 

植物体表面の分生子発芽抑制 
•  最短10秒程度で発芽抑制効果． 

• 水導入量の増加に伴い発芽率低下． 

空気プラズマ活性ガスによる発芽抑制 

•  1秒程度で発芽抑制効果． 

• 溶液量がガス噴霧の10倍以上 

気液界面プラズマによる発芽抑制 
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気液界面プラズマ 

◎宮城県山元町，埼玉県越谷市で実証実験中 


